
内
的
世
界
の
冒
険
者
た
ち
f皿、、.
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石
J 11 
啄
木

歌
人
石
川
啄
木
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
は
、
漂
泊
の
一
語
で
あ
ろ
う
か
。
啄

木
が
生
き
た
二
十
六
年
と
二
ヶ
月
の
白
々
は
、
追
わ
れ
る
よ
う
に
そ
の
住
ま

い
を
転
々
と
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
日
々
で
あ
っ
た
。
ふ
る
さ
と
岩

手
か
ら
北
海
道
へ
、
北
海
道
で
は
一
年
に
も
み
た
な
い
短
時
日
の
中
で
函
館
、

札
幌
、
小
樽
、
釧
路
と
転
居
を
つ
づ
け
、
東
京
へ
と
向
か
っ
て
い
た
。
啄
木

は
、
住
ま
い
に
お
い
て
は
決
し
て
安
住
の
地
を
獲
得
す
る
こ
と
の
で
き
る

B
々
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
啄
木
の
一
生
は
漂
泊
の
時
を

刻
む
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿

で
は
、
啄
木
に
お
け
る
「
漂
泊
の
日
々
」
を
、
た
ん
に
新
た
な
住
ま
い
を
求

め
て
漂
泊
す
る
姿
に
お
い
て
で
は
な
く
、
投
錨
す
る
錨
を
も
つ
こ
と
も
な
く

自
ら
の
人
生
を
一
つ
の
運
命
・
宿
命
と
直
視
す
る
日
々
と
し
て
考
え
て
み
た

い
。
そ
こ
に
、
石
川
啄
木
と
い
う
一
人
の
人
間
の
実
存
す
る
思
想
を
明
ら
か

に
し
た
い
と
思
う
。

共
同
問

野

孝

彦

流
浪
す
る
日
々

j

ふ
る
さ
と

i

石
川
啄
木
は
、
本
名
「
一
(
は
じ
め
)
」
と
し
て
明
治
十
九
(
一
八
八

六
)
年
二
月
二
十
日
、
岩
手
県
南
岩
手
郡
日
一
戸
村
曹
洞
宗
日
照
山
常
光
寺
に

生
ま
れ
た
Q

。
父
は
同
寺
二
十
二
世
住
職
石
川
一
禎
、
母
は
南
部
藩
士
工
藤

条
作
常
一
局
の
末
娘
か
つ
で
あ
っ
た
。
啄
木
は
第
三
子
の
一
長
男
と
し
て
生
ま

れ
、
長
女
さ
だ
と
次
女
と
ら
の
二
人
の
姉
が
い
た
。
便
宜
的
で
あ
る
が
、
父

が
曹
洞
宗
の
僧
籍
に
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
啄
木
は
、
小
学
二
年
生
の
秋

に
父
母
の
戸
籍
が
統
一
さ
れ
る
ま
で
、
母
の
籍
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

た
め
、
父
一
禎
の
実
子
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
一
戸
籍
上
、
啄
木
は

父
の
養
子
と
な
る
。
啄
木
が
一
歳
に
な
る
翌
年
明
治
二
十
年
三
月
、
父
が
北

岩
手
郡
渋
民
村
の
宝
徳
寺
住
職
に
転
出
し
、
二
家
も
渋
民
村
に
転
住
し
た
。

啄
木
に
と
っ
て
の
故
郷
が
渋
民
の
地
と
な
る
の
は
、
こ
う
し
た
経
緯
を
背
景

と
し
て
い
る
。

明
治
二
十
八
年
渋
民
尋
常
小
学
校
、
明
治
三
十
一
年
親
元
を
離
れ
盛
岡
市
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内
に
寄
留
し
通
学
し
た
盛
岡
高
等
小
学
校
を
い
ず
れ
も
優
秀
な
成
績
で
卒

業
し
た
。
当
時
の
成
績
は
善
、
能
、
可
、
未
、
否
の
五
段
階
で
評
価
さ
れ
る

が
、
啄
木
は
「
学
業
善
、
行
状
善
、
認
定
善
」
を
獲
得
し
修
了
し
て
い
る
。

同
年
四
月
、
盛
岡
尋
常
中
学
校
に
一
二
八
名
中
十
番
の
成
績
で
入
学
す
る
。

第
一
学
年
は
平
均
八
十
点
、
一
一
一
二
名
中
二
十
五
番
の
成
績
で
修
了
し
た
。

第
二
学
年
は
平
均
七
十
五
点
、
百
四
十
名
中
四
六
番
と
な
り
学
業
は
低
下
し

た
。
第
三
学
年
は
平
均
七
十
点
、
二
二
玉
名
中
八
六
番
の
成
績
で
あ
っ
た
。

第
四
学
年
は
平
均
六
六
点
、
一
一
九
名
中
八
二
番
の
成
績
と
な
っ
た
。
第
四

学
年
の
最
終
試
験
で
、
啄
木
は
不
正
行
為
を
は
た
ら
い
た
と
し
て
謎
責
処
分

に
付
さ
れ
て
い
る
。
第
五
学
年
に
進
級
し
た
が
、
一
学
期
末
試
験
に
お
い
て

不
正
行
為
を
は
た
ら
い
と
し
て
前
学
期
に
続
き
謎
責
処
分
を
受
け
、
保
証
人

が
召
還
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た

ω。
な
お
、
こ
の
学
期
の
啄
木
の
成
績
は
、

修
身
・
作
文
・
図
画
・
代
数
が
成
績
不
成
立
、
英
語
訳
解
三
九
点
・
英
文
法

三
八
点
・
歴
史
三
九
点
・
動
物
三
三
点
が
不
合
格
科
目
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

出
席
一

O
四
時
間
に
対
し
欠
席
時
数
二

O
七
時
間
と
、
学
業
に
関
し
て
は
惨

慌
た
る
状
況
で
あ
り
、
落
第
を
免
れ
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
啄
木

は
十
月
二
十
七
日
「
家
事
上
の
或
る
都
合
」
と
の
退
学
願
を
提
出
し
、
卒
業

年
次
半
ば
で
退
学
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
問
、
中
学
校
退
学
の
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
明
星
』
第
三
巻
第
五
号
に
、

は
じ
め
て
短
歌
「
血
に
染
め
し
歌
を
わ
が
世
の
な
ご
り
に
て
さ
す
ら
ひ
こ
こ

に
野
に
叫
ぶ
秋
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
『
明
星
』
へ
の
短
歌
の
掲
載
、
盛
岡
中

学
校
退
学
の
中
で
、
十
月
三
十
一
日
啄
木
は
、
文
学
で
も
っ
て
身
を
立
て
る

べ
く
盛
岡
よ
り
上
京
の
途
に
つ
く
。
東
京
で
は
、
中
学
の
先
輩
た
ち
の
厚
意

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
身
を
立
て
る
ま
で
に
は
至
る
こ
と
な
く
、
十

一
月
下
旬
に
は
高
熱
を
発
し
病
床
に
伏
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
明
け
て

明
治
三
十
六
年
二
月
二
十
七
日
、
体
調
不
良
の
啄
木
は
、
上
京
し
た
父
に
迎

え
ら
れ
渋
民
村
に
帰
郷
す
る
。
ち
ょ
う
ど
十
八
歳
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
啄

木
の
第
一
次
上
京
は
、
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
や
新
詩
社
同
人
た
ち
と
の

出
会
い
と
い
う
成
果
は
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
文
学
で
身
を
立
て
る
と
い

う
点
で
は
、
ま
だ
遠
く
及
ば
な
い
か
た
ち
で
終
わ
っ
た
。
上
京
で
の
日
々
に

つ
い
て
、
「
殆
ど
回
一
織
の
一
保
と
俗
事
の
繁
忙
」

ωに
追
わ
れ
る
日
々
で
あ
っ

た
と
回
顧
し
て
い
る
。

渋
民
で
の
静
養
の
か
い
が
あ
っ
て
か
、
啄
木
は
健
康
を
回
復
し
翌
明
治
三

十
七
年
に
か
け
て
、
『
明
星
』
だ
け
で
な
く
『
岩
手
日
報
』
『
時
代
思
潮
』

司
太
楊
』
な
ど
に
相
次
い
で
作
品
が
掲
載
、
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
一
次
上
京
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
を
経
て
、
啄
木
は
、
自
ら
の
詩
集
刊
行
を

企
図
し
東
京
へ
向
か
う
。
も
ち
ろ
ん
、
出
版
を
企
図
し
た
と
し
て
も
容
易
に

出
版
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
啄
木
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
こ
の
第

二
次
上
京
の
成
果
と
な
る
処
女
詩
集
『
あ
こ
が
れ
』
も
よ
う
や
く
に
出
版
に

こ
、
ぎ
つ
け
た
産
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
一
番
の
難
題
は
、
出
版
資
金
の
準
俄

で
あ
っ
た
。
出
版
資
金
三
百
円
を
拠
出
し
て
く
れ
た
の
は
、
渋
民
小
学
校
の

伺
級
生
で
あ
っ
た
小
田
島
真
平
と
そ
の
長
兄
嘉
兵
衛
、
弟
尚
三
の
兄
弟
た
ち

で
あ
っ
た
。
難
産
の
末
、
明
治
三
十
八
年
五
月
詩
集
『
あ
こ
が
れ
』
は
出
版

『
山
形
国
文
学
』
『
太
陽
』
な
ど
の
批
評
に
取
り
あ
げ
ら
れ
若
き
詩
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人
の
登
場
と
祝
さ
れ
た
が
、
商
業
的
に
は
失
敗
に
終
わ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
啄

木
の
元
に
返
却
さ
れ
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た

ω。

時
間
が
前
後
す
る
が
、
啄
木
が
『
あ
こ
が
れ
』
の
出
版
に
奔
走
し
て
い
た

さ
な
か
に
、
啄
木
自
身
の
転
換
点
と
も
な
る
出
来
事
が
起
こ
っ
て
い
た
。
そ

れ
は
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
の
曹
洞
宗
宗
務
院
に
よ
る
父
一
禎
の
住
職
罷

免
の
処
分
で
あ
っ
た
。
父
一
禎
の
も
と
に
、
「
岩
手
郡
渋
民
村
田
等
法
地
宝

徳
寺
住
職
石
川
一
禎
儀
去
ル
明
治
三
十
七
年
十
二
月
二
十
六
日
宗
費
怠
納

ノ
為
住
職
罷
免
ノ
御
処
分
ヲ
受
ケ
候
」
と
の
書
面
が
届
い
た
。
こ
れ
は
、
本

来
す
で
に
本
山
に
納
め
る
べ
き
百
十
三
円
余
の
未
納
を
と
が
め
る
も
の
で

あ
っ
た
。
一
禎
は
、
啄
木
の
二
度
の
上
京
に
対
す
る
出
費
に
宗
費
を
当
て
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
啄
木
が
有
名
に
な
れ
ば
、
そ
の
分
は
返
す
こ
と
が
で
き

る
と
甘
く
事
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
山
宗
務
院
の
対
応

は
、
一
禎
の
思
惑
を
こ
え
て
急
で
厳
正
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
句
。
一
家
は
こ

の
後
宝
徳
寺
を
去
り
、
渋
民
村
別
所
に
転
居
す
る
。
こ
の
結
果
は
、
石
川
家

に
と
っ
て
の
、
ひ
い
て
は
啄
木
自
身
に
と
っ
て
の
生
活
基
盤
を
根
こ
そ
ぎ
奪

い
と
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
啄
木
が
父
の
住
職

罷
免
の
事
実
・
二
家
の
宝
徳
寺
退
去
の
事
実
を
知
る
の
は
、
明
く
る
明
治
三

十
八
年
三
月
に
受
け
取
っ
た
父
一
一
禎
か
ら
の
便
り
で
あ
っ
た
。
事
実
を
知
ら

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
は
い
え
、
渋
民
村
で
の
石
川
家
を
取
り
ま
く
未

曾
有
の
事
態
の
中
で
、
東
京
に
い
る
啄
木
は
『
あ
こ
が
れ
』
の
出
版
実
現
に

没
頭
し
、
あ
ろ
う
こ
と
か
生
活
費
の
無
心
さ
え
し
て
い
た
、
無
心
し
て
し
ま

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
明
治
三
十
八
年
、
啄
木
二
十
歳
の
年
は
、
啄
木
に
と
っ
て
別
の
意
味

で
も
転
機
と
な
る
年
で
あ
っ
た
。
か
ね
て
婚
約
し
て
い
た
堀
合
節
子
と
の
婚

胞
で
あ
る
。
結
婚
の
届
は
、
父
一
禎
が
盛
岡
市
役
所
に
提
出
し
、
五
月
三
十

日
に
盛
岡
で
挙
式
、
披
露
宴
が
行
わ
れ
る
運
び
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
啄
木
は
、

東
京
を
出
発
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
仙
台
に
立
ち
寄
り
滞
在
し
、
三
十
日
の

挙
式
、
披
露
宴
は
新
郎
不
在
の
ま
ま
で
と
り
行
わ
れ
る
と
い
う
、
ま
っ
た
く

支
離
滅
裂
と
も
い
え
る
行
動
を
と
る
の
で
あ
る
。
啄
木
は
、
こ
の
後
六
月
四

日
に
盛
岡
の
新
居
へ
到
着
し
、
啄
木
夫
婦
・
両
親
・
妹
光
子
と
の
生
活
が
始

ま
る
。
そ
の
後
、
盛
岡
で
の
生
活
は
、
雑
誌
『
小
天
地
』
の
刊
行
・
失
敗
も

あ
り
、
九
ヶ
月
あ
ま
り
で
終
わ
り
を
つ
げ
る
。
困
窮
す
る
生
活
の
中
、
啄
木

は
渋
民
村
の
代
用
教
員
の
職
に
就
き
、
妻
節
子
と
母
か
っ
と
と
も
に
渋
民
へ

と
帰
る
こ
と
に
な
る
。
父
は
義
兄
が
住
職
を
つ
と
め
る
青
森
県
野
辺
地
に
あ

る
常
光
寺
に
向
か
い
、
妹
光
子
は
通
学
す
る
盛
岡
女
学
校
の
寄
宿
舎
に
入
っ

た。
渋
民
で
の
住
ま
い
は
、
六
畳
一
間
で
あ
っ
た
。
代
用
教
員
の
給
与
は
一
ヶ

月
八
月
で
、
校
長
が
十
八
円
、
勤
続
三
十
年
の
教
師
が
十
四
円
で
あ
り
、
啄

木
の
給
与
は
著
し
く
低
い
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
母
・

妻
・
や
が
て
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
で
の
生
活
は
、
非
常
に
厳
し
い
も
の
と

な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
。
四
月
か
ら
の
小
学
校
勤
務
を
前
に
、
三
月
二
十

三
日
父
一
禎
に
対
す
る
「
懲
戒
赦
免
の
恩
典
」
が
通
告
さ
れ
、
一
禎
も
渋
民

村
に
帰
っ
て
来
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
懲
戒
赦
免
が
発
令
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
禎
の
宝
徳
寺
住
職
復
帰
は
容
易
に
は
か
な
わ
な
か
っ
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た
。
渋
民
村
で
は
、
一
禎
が
宝
徳
寺
を
退
去
し
た
後
、
下
閉
伊
郡
船
越
村
海

蔵
寺
の
徒
弟
中
村
義
寛
が
代
務
住
職
と
し
て
寺
務
一
切
を
取
り
扱
っ
て
い

た
た
め
、
撞
家
総
代
名
を
も
っ
て
中
村
代
務
住
職
の
住
職
跡
目
願
書
が
前
年

明
治
三
十
八
年
十
一
月
に
岩
手
県
第
一
宗
務
所
長
に
提
出
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
前
住
職
石
川
一
一
禎
の
懲
戒
赦
免
が
発
令
さ
れ
た
の
で
、

跡
目
願
は
撤
回
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
檀
家
間
に
前
住
職

派
と
代
務
住
職
派
と
の
対
立
、
住
職
の
地
位
を
め
ぐ
る
村
の
有
力
者
間
の
対

立
、
さ
ら
に
は
啄
木
に
対
す
る
追
い
出
し
工
作
の
展
開
と
村
全
体
を
巻
き
込

む
騒
動
と
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る

ωo
一
一
禎
は
、
一
年
あ
ま
り
の
抗
争
に

堪
え
き
れ
な
く
な
り
、
宝
徳
寺
住
職
へ
の
復
帰
を
断
念
し
、
啄
木
や
檀
家
に

無
断
で
野
辺
地
の
常
光
寺
へ
一
民
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
父
一
禎
の
再

任
運
動
は
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
。
啄
木
は
、
反
一
一
禎
派
の
小
学
校
校
長

排
斥
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
煽
動
し
た
と
し
て
、
明
治
四
十
年
四
月
代
用
教
員
免

職
の
辞
令
を
受
け
た
。
こ
れ
が
、
ふ
る
さ
と
渋
民
村
を
去
る
に
至
る
経
緯
で

あ
る
が
、
啄
木
は
渋
民
の
地
を
去
る
患
い
を
『
一
握
の
に
収
め
ら
れ
た

石
を
も
て
追
は
る
る
ご
と
く

ふ
る
さ
と
を
出
で
し
か
な
し
み

消
ゆ
る
時
な
し

に
お
い
て
歌
う
。
こ
こ
に
は
、
村
を
去
る
こ
と
は
人
々
と
の
あ
つ
れ
き
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
啄
木
に
と
っ
て
の
本
意
で
な
い
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
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!
函
館

i

ふ
る
さ
と
を
失
っ
た
こ
の
時
か
ら
、
啄
木
の
真
の
漂
泊
・
流
浪
の
日
々
が

始
ま
る
。
妻
と
前
年
十
二
月
に
生
ま
れ
た
娘
京
子
は
妻
の
盛
岡
の
実
家
に
、

母
は
渋
民
村
の
知
人
宅
に
、
父
は
野
辺
地
の
定
光
寺
に
、
妹
光
子
は
、
盛
岡

女
学
校
を
退
学
し
小
樽
駅
長
を
し
て
い
る
義
兄
に
そ
れ
ぞ
れ
世
話
に
な
り
、

啄
木
自
身
は
北
海
道
の
地
で
の
再
起
を
目
ざ
す
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
し
く
、

一
家
離
散
の
図
で
あ
る
。
啄
木
は
、
明
治
四
十
年
五
月
函
館
に
向
か
い
、
文

学
愛
好
の
士
で
あ
る
「
菖
浩
社
(
ぼ
く
し
ゅ
く
し
ゃ
)
」
向
人
た
ち
に
迎
え

ら
れ
青
柳
町
四
十
玉
番
地
に
下
宿
を
始
め
る
。
そ
の
後
、
文
芸
雑
誌
「
紅
菖

稽
(
べ
に
う
ま
ご
や
し
)
」
の
編
集
に
従
事
し
つ
つ
、
月
給
十
二
円
の
小
学

校
代
用
教
員
と
な
り
、
函
館
の
地
で
再
び
家
族
が
そ
ろ
う
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
妻
節
子
の
妹
ふ
き
子
の
夫
と
な
る
宮
崎
郁
雨
に
「
函
館
日
々
新
聞
」

の
遊
軍
記
者
職
(
月
給
十
五
円
)
を
紹
介
さ
れ
る
。
代
用
教
員
を
辞
す
こ
と

な
く
八
月
十
八
日
に
入
社
し
、
さ
っ
そ
く
文
壇
・
歌
壇
の
企
画
を
始
め
る
の

で
あ
る
が
、
一
週
間
も
た
た
な
い
八
月
二
十
五
日
に
、
函
館
は
、
自
ら
の
住

ま
い
へ
の
延
焼
を
免
れ
た
と
は
い
え
、
職
場
で
あ
る
弥
生
小
学
校
も
「
函
館

日
々
新
開
」
も
ふ
く
め
一
万
五
千
戸
が
焼
き
尽
く
さ
れ
る
大
火
に
襲
わ
れ
て

し
ま
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
見
え

た
安
定
し
た
生
活
の
基
盤
が
、
そ
の
手
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。



i
札
錦
、
小
樽
、
鋭
路

i

こ
の
大
火
の
後
、
啄
木
は
雑
誌
同
人
か
ら
「
北
門
新
報
社
」
校
正
係
の

職
を
紹
介
さ
れ
、
九
月
十
三
日
失
意
の
な
か
単
身
函
館
か
ら
札
幌
へ
と
向
か

っ
た
。
出
社
早
々
、
同
新
聞
社
に
勤
務
し
て
い
た
岩
手
出
身
の
小
国
露
堂
の

薦
め
で
、
席
を
暖
め
る
ま
も
な
く
二
週
間
後
に
は
、
小
樽
に
創
刊
さ
れ
る
「
小

樽
日
報
-
へ
と
小
国
と
と
も
に
転
出
す
る
。
小
樽
に
は
函
館
に
残
し
た
家
族

も
よ
び
、
新
生
活
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
、
十
二
月
に

は
啄
木
を
よ
く
思
わ
な
い
事
務
長
に
暴
力
を
振
る
わ
れ
、
「
小
樽
日
報
」
を

去
る
こ
と
に
な
る
(
こ
の
時
、
給
与
は
二
十
五
月
)
。
無
職
と
な
り
窮
乏
の

ま
ま
新
年
を
迎
え
る
が
、
日
報
社
社
長
の
は
か
ら
い
で
、
明
治
四
十
一
年
一

月
二
十
二
日
に
編
集
長
格
で
「
鋭
路
新
聞
社
」
に
入
社
す
る
(
給
与
三
十
円
)
。

釧
路
へ
は
、
家
族
を
小
樽
に
残
し
た
単
身
赴
任
で
あ
っ
た
。
釧
路
で
は
、
新

企
画
を
起
こ
し
、
一
ヶ
月
も
し
な
い
う
ち
に
競
争
他
紙
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
の

紙
数
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
と
並
行
す
る
か
の
よ
う
に
、
啄
木
は
酒
色
に
溺

れ
る
自
堕
落
な
世
界
へ
も
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
啄
木
自
身
も
そ

う
し
た
自
分
を
反
省
し
、
以
下
の
よ
う
に
日
記
(
二
月
二
十
九
日
)
に
記
し

て
い
る
。

「
釧
路
へ
来
て
悲
に
四
十
日
。
新
開
の
為
に
は
随
分
尽
く
し
て
居
る
も
の

の
、
本
を
手
に
し
た
事
は
一
度
も
な
い
。
此
月
の
雑
誌
な
ど
、
来
た
億
で
ま

だ
手
を
も
触
れ
ぬ
。
生
ま
れ
て
初
め
て
、
酒
に
親
し
む
事
だ
け
は
覚
え
た
。

盃
二
つ
で
赤
く
な
っ
た
自
分
が
、
僅
か
四
十
日
間
の
開
に
一
人
前
飲
め
る
程

に
な
っ
た
。
芸
者
と
い
ふ
者
に
近
づ
い
て
見
た
の
も
生
れ
て
以
来
此
釧
路
が

初
め
て
だ
。
之
を
思
ふ
と
、
何
と
い
ふ
事
は
な
く
心
に
淋
し
い
影
が
さ
す
。
」

節
操
が
な
い
、
変
わ
り
身
が
早
い
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
す
ば
や
い
決
断
で
、

啄
木
は
、
創
作
生
活
へ
の
あ
こ
が
れ
と
野
心
を
も
っ
て
釧
路
を
離
れ
上
京
す

る
こ
と
を
決
意
す
る
。
三
月
二
十
八
日
の
日
記
に
は
、
「
自
分
の
心
は
決
し

た
。
啄
木
釧
路
を
去
る
べ
し
、
正
に
去
る
べ
し
。
」
と
あ
る
。
四
月
五
日
、

海
路
で
釧
路
を
出
発
し
函
館
へ
向
か
っ
た
。
啄
木
は
、
一
年
に
も
み
た
な
い

北
海
道
で
の
訪
径
と
流
浪
の
日
々
を
「
函
館
の
百
二
十
余
日
、
札
幌
の
二
週

日
、
小
樽
の
百
十
日
、
釧
路
の
七
旬
余
」
(
四
月
十
七
日
小
笠
原
謙
吉
宛
書

館
)
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
函
館
か
ら
退
職
届
が
出
さ
れ
、
四
月
二
十
五
日

の
釧
路
新
聞
紙
上
に
啄
木
退
社
の
報
が
告
示
さ
れ
た
。
四
月
二
十
八
日
、
家

族
を
函
館
に
残
し
海
路
上
京
す
る
。
啄
木
に
と
っ
て
、
第
三
次
の
上
京
で
あ

り
、
執
念
を
賭
け
た
最
後
の
上
京
で
あ
っ
た
。

i
東
京

i

上
京
後
『
菊
池
君
』
『
」
雨
続
の
窓
』
な
ど
の
作
品
を
精
力
的
に
書
き
上

げ
、
森
鴎
外
に
出
版
社
へ
の
紹
介
を
懇
請
す
る
な
ど
小
説
の
売
り
込
み
に
奔

走
す
る
が
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
帥
吟
す
る
日
々
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
そ

ん
な
中
、
新
詩
社
同
人
で
毎
日
新
開
に
勤
務
す
る
栗
原
古
城
の
尽
力
に
よ

り
、
毎
日
新
聞
紙
上
へ
の
十
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
日
ま
で
『
島
影
』

六
十
四
の
連
載
が
決
ま
り
、
稿
料
六
十
円
を
受
け
取
る
。
大
金
を
手
に
し
た

と
は
い
え
、
啄
木
は
、
北
海
道
に
い
る
家
族
の
存
在
も
眼
中
に
な
い
か
の
よ

う
に
、
貯
え
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
浪
費
と
酒
色
に
散
財
す
る
の
で
あ
っ
た
。
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翌
明
治
四
十
二
年
二
月
、
岩
手
出
身
の
朝
日
新
聞
社
編
集
長
佐
藤
異
一
を
訪

ね
就
職
に
つ
い
て
の
確
約
を
得
る
、
啄
木
は
、
三
月
一
日
よ
り
校
正
係
と
し

て
出
社
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
校
正
係
の
給
与
は
、
基
本
給
与
二
十
五
円
と

夜
勤
(
夜
半
ま
で
の
勤
務
)
一
回
一
円
で
、
月
三
十
円
の
収
入
が
予
定
さ
れ

て
い
た
。
当
時
の
小
学
校
教
員
や
巡
査
の
初
任
給
が
十
二
円
、
大
卒
銀
行
員

の
初
任
給
が
二
十
円
、
都
内
の
三
部
屋
台
所
付
き
の
戸
建
て
家
賃
三
円
の
時

代
で
あ
り
、
啄
木
の
経
済
は
潤
沢
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
十
分
に
家
族
を

上
京
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
は
あ
っ
た
。
向
じ
時
期
、
島
崎
藤
村
は

月
収
二
十
円
そ
こ
そ
こ
で
、
金
田
一
京
助
は
三
省
堂
の
給
与
三
十
円
、
菌
血
(
子

院
の
非
常
勤
職
玉
円
と
い
う
収
入
で
生
活
し
て
い
た
ゆ
o

と
こ
ろ
が
、
啄
木

は
、
経
済
的
に
十
分
安
定
し
た
職
を
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
か
ら
の
前

借
り
、
友
人
ら
か
の
寸
借
し
た
金
で
酒
色
に
溺
れ
、
散
財
す
る
日
々
を
過
ご

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

東
京
で
啄
木
が
家
族
と
と
も
に
生
活
を
始
め
る
の
は
、
六
月
十
六
日
で
あ

っ
た
。
妻
と
娘
と
母
と
の
四
人
暮
ら
し
で
あ
る
。
十
二
月
に
は
父
一
禎
も
野

辺
地
か
ら
上
京
し
、
久
し
ぶ
り
の
一
家
玉
人
の
生
活
と
な
っ
た
。
明
治
凶
十

三
年
も
、
啄
木
に
と
っ
て
さ
ま
、
さ
ま
な
出
来
事
の
年
で
あ
っ
た
。
社
内
的
に

は
、
四
月
に
二
葉
亭
四
迷
全
集
刊
行
の
担
当
者
を
引
き
継
ぎ
、
九
月
に
は
朝

日
歌
壇
が
も
う
け
ら
れ
啄
木
が
歌
壇
の
選
者
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。
個
人
的

に
は
、
十
月
四
日
長
男
民
一
が
生
ま
れ
る
も
二
十
四
日
の
命
に
終
わ
る
と
い

う
不
幸
に
み
ま
わ
れ
て
い
た
。
啄
木
は
、
「
生
ま
れ
て
虚
弱
、
生
く
る
こ
と

僅
か
に
二
十
四
日
に
し
て
同
月
二
十
七
日
夜
十
二
時
過
ぐ
る
数
分
に
し
て

死
す
。
恰
も
予
夜
勤
に
当
り
、
帰
り
来
れ
ば
今
ま
さ
に
絶
怠
し
た
る
の
み
の

所
な
り
き
。
医
者
の
注
射
の
効
な
く
、
体
温
暁
に
残
れ
り
。
」
(
明
治
四
十

四
年
当
用
日
記
補
選
)
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
処
女
歌
集
『
一
握
の
砂
』

の
出
版
契
約
が
、
一
長
男
民
一
誕
生
の
日
に
成
立
し
て
い
た
。
稿
料
は
二
十
円

で
あ
っ
た
。
歌
集
名
は
初
め
『
仕
事
の
後
』
と
さ
れ
て
い
た
が
、
契
約
成
立

直
後
に
『
一
握
の
砂
』
に
変
更
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
一
気
珂
成
に
、
啄
木

は
、
元
原
稿
か
ら
四
十
首
あ
ま
り
を
削
り
新
た
に
八
十
首
を
追
加
し
、
一
行

表
記
を
三
行
表
記
に
し
、
漢
字
に
は
す
べ
て
に
ル
ピ
を
振
る
こ
と
と
し
た
。

偶
然
と
は
い
え
、
長
男
葬
儀
の
日
に
長
男
が
姿
を
変
え
た
か
の
よ
う
に
『
一

援
の
砂
』
の
組
見
本
が
啄
木
の
も
と
に
届
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
他
、
啄
木

は
六
月
に
起
こ
っ
た
「
大
逆
事
件
」
に
強
い
衝
撃
を
受
け
、
社
会
主
義
関
係

の
書
籍
に
関
心
を
深
め
る
。
翌
年
一
月
三
日
に
新
詩
社
の
同
人
で
あ
っ
た
弁

護
士
平
出
修
を
訪
ね
、
幸
徳
秋
水
が
担
当
弁
護
士
に
送
っ
た
陳
弁
書
を
借
用

し
筆
写
し
た
。
啄
木
は
、
「
大
逆
事
件
」
の
十
二
名
の
死
刑
執
行
が
な
さ
れ

た
後
、
平
出
修
宅
で
十
七
冊
の
裁
判
書
類
中
初
め
の
二
冊
と
管
野
す
が
に
関

す
る
部
分
を
読
む
?
」
と
が
で
き
た
。
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明
治
四
十
四
年
二
月
に
な
る
と
啄
木
は
体
調
を
く
ず
し
、
病
院
で
の
診
察

の
結
果
、
慢
性
腹
膜
炎
と
診
断
さ
れ
入
院
後
手
術
を
受
け
る
。
三
月
半
ば
に

退
院
す
る
が
、
病
状
は
決
し
て
快
方
へ
向
か
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
わ

り
の
人
々
の
援
助
が
求
め
ら
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
啄
木

は
、
六
月
に
は
妻
の
実
家
で
あ
る
堀
合
家
と
妻
の
帰
省
を
め
ぐ
り
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
り
、
堀
合
家
に
対
し
絶
縁
の
宣
告
を
行
っ
て
い
る
。
九
月
に
は
、
妻



へ
の
為
替
入
り
の
匿
名
の
手
紙
を
め
ぐ
っ
て
、
義
弟
で
あ
り
そ
れ
ま
で
物
心

両
面
か
ら
啄
木
二
家
へ
の
多
大
な
援
助
情
し
む
こ
と
の
な
か
っ
た
宮
崎
郁

雨
と
も
義
絶
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
七
月
に
は
妻
節
子
が
肺
尖
カ

タ
ル
と
診
断
さ
れ
、
娘
京
子
を
徐
き
、
床
に
伏
す
啄
木
、
略
血
す
る
母
と
家

中
が
全
滅
状
態
の
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
は
、
明
治
四
十
五
年
を

迎
え
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
、
む
し
ろ
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
「
私
の
家
は
病
人
の
家
だ
。
ど
れ
も
こ
れ
も
不
愉
快
な
顔

し
た
病
人
の
家
だ
。
」
(
一
月
十
九
日
日
記
)
と
い
う
啄
木
の
言
葉
が
す
べ

て
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
母
は
、
格
血
だ
け
で
な
く
吐
血
も
伴
い
床
に
伏
し

た
ま
ま
と
な
り
、
三
月
七
日
死
去
し
た
。
六
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
母
の
葬
儀

を
終
え
る
と
、
啄
木
の
体
力
・
気
力
双
方
が
急
激
に
衰
え
て
い
っ
た
。
日
記

は
、
す
で
に
二
月
二
十
日
の
記
述
で
終
わ
っ
て
い
た

ω。
啄
木
に
よ
る
最
後

の
書
簡
は
、
代
筆
し
て
も
ら
っ
て
の
三
月
二
十
二
日
妹
光
子
宛
の
も
の
で
あ

っ
た

ω。

こ
う
し
た
中
、
土
岐
哀
果
の
奔
走
に
よ
り
『
一
握
の
砂
』
を
刊
行
し
た
東

雲
堂
書
応
と
第
二
歌
集
『
悲
し
き
玩
具
』
出
版
の
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き

た

ω。
土
岐
は
、
啄
木
に
稿
料
二
十
円
と
と
も
に
こ
の
第
二
歌
集
出
版
契
約

の
吉
報
を
届
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
『
悲
し
き
玩
具
』
の
刊
行
は

六
月
二
十
日
に
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
ま
た
ず
し
て
母
の
後
を
追
う
よ
う

に
、
母
の
死
後
一
月
余
り
の
四
月
十
三
日
、
石
川
啄
木
は
二
十
六
年
の
時
の

流
れ
に
幕
を
引
い
た
の
で
あ
っ
た
。

啄
木
の
死
後
、
同
年
六
月
妻
節
子
は
結
核
療
養
の
た
め
一
民
州
北
条
町
に
向

か
い
、
そ
の
地
で
女
児
を
出
産
し
、
一
民
江
と
名
づ
け
た
。
そ
の
後
、
節
子
は
、

二
人
の
遺
児
と
と
も
に
実
家
の
あ
る
函
館
に
帰
り
借
家
住
ま
い
を
始
め
た

が
、
一
年
た
た
ず
し
て
大
正
二
年
五
月
五
日
帰
ら
ぬ
人
と
な
る
。
二
十
七
歳

で
あ
っ
た
。
啄
木
夫
妻
の
長
女
京
子
は
、
新
潟
記
者
の
須
田
(
正
雄
(
婚
姻
後
、

石
川
姓
)
と
結
婚
し
、
一
男
一
女
を
も
v

つ
け
る
。
正
雄
上
京
時
に
京
子
と
啄

木
夫
妻
の
次
女
房
江
も
同
行
し
た
が
、
京
子
は
急
性
肺
炎
に
よ
り
二
十
三
歳

で
死
去
し
、
姉
の
後
を
追
う
か
の
よ
う
に
妹
房
江
も
そ
の
二
週
間
間
後
十
八
歳

で
死
去
し
て
い
る
。

啄
木
に
お
け
る
実
存
す
る
思
想

啄
木
の
足
跡
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
啄
木
の
内
的
世
界
に
は
大
き
な

転
換
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
、
父
一
禎
の
住
職
罷
免
の
事
態

で
あ
っ
た
。
啄
木
自
身
の
失
態
に
よ
る
中
学
校
退
学
の
憂
き
目
に
あ
う
と
い

っ
た
出
来
事
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
上
京
し
自
ら
の
文
学
に
お
け
る
可
能
性
を

試
す
と
い
う
点
で
は
、
あ
る
意
味
啄
木
に
と
っ
て
益
の
あ
る
こ
と
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
父
の
住
職
罷
免
と
い
う
出
来
事
は
、
啄
木
自
身

は
言
う
に
及
ば
ず
石
川
家
全
員
が
生
き
て
い
く
た
め
の
経
済
基
盤
の
喪
失

を
意
味
し
、
裕
福
と
い
え
な
い
ま
で
も
安
定
し
た
そ
れ
ま
で
の
生
活
か
ら
放

り
出
さ
れ
路
頭
に
迷
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

明
ら
か
に
、
父
の
住
職
罷
免
を
境
に
啄
木
の
作
詞
は
変
わ
っ
て
い
く
。
父

の
罷
免
以
前
に
発
表
さ
れ
た
『
明
星
』
そ
の
他
諸
誌
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
か
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ら
詩
集
『
あ
こ
が
れ
』

ωま
で
は
、
明
確
な
線
を
引
け
る
も
の
で
は
な
い
が
、

渋
民
の
地
に
育
っ
た
天
真
繍
漫
な
啄
木
の
才
能
が
開
花
し
た
時
代
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
期
の
啄
木
は
、
自
ら
の
感
情
の
高
ま
り
、
高
揚
感

を
歌
い
あ
げ
て
い
た
。
そ
の
根
抵
に
は
、
「
高
尚
な
る
感
情
は
高
尚
な
る
人

格
を
形
造
る
高
尚
な
る
愛
の
一
念
は
人
生
の
最
高
貴
な
る
価
値
也
。
詩
人
の

立
御
地
も
亦
こ
こ
に
あ
り
。
最
高
の
意
志
は
最
高
の
感
情
を
伴
う
、
こ
れ
わ

が
詩
論
串
・
・
」
(
明
治
三
十
七
年
八
月
三
日
伊
藤
桂
一
郎
宛
書
簡
)
と
い

っ
た
考
え
が
あ
り
、
自
ら
の
才
能
に
絶
大
の
自
信
を
も
ち
自
ら
の
才
能
を
遊

ら
せ
る
か
の
よ
う
に
歌
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
「
理
想
と
現
実
の

:
:
軍
離
破
綻
の
あ
れ
ば
あ
る
程
、
力
も
勇
み
も
い
や
更
に
強
く
な
り
候
。
」

(
同
年
十
二
月
十
四
日
姉
崎
噺
風
宛
書
簡
)
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
が
父
の
住
職
罷
免
と
と
も
に
一
転
す
る
。
啄
木

は
父
の
罷
免
を
知
り
、
先
輩
で
あ
り
生
涯
の
友
で
あ
る
金
田
一
京
助
宛
に
書

い
て
い
る
。
「
兄
よ
、
天
下
に
小
生
の
恐
る
べ
き
敵
は
唯
一
有
之
候
。
そ
は

実
に
生
活
の
条
件
そ
の
も
の
に
候
。
生
活
の
条
件
は
第
一
に
金
力
に
候
。
小

生
は
金
の
一
一
語
を
き
く
毎
に
云
ひ
難
き
一
献
悪
と
恐
怖
を
感
じ
中
候
。
小
生
は

少
な
く
と
も
悪
人
に
は
無
之
候
。
然
も
た
だ
こ
の
金
の
為
に
、
否
金
の
な
き

為
、
貧
な
る
為
に
、
親
に
不
幸
の
子
と
な
り
、
友
に
不
義
の
子
と
相
成
る
に

て
候
。
疋
々
た
る
未
来
の
事
を
思
う
毎
に
小
生
は
ま
づ
こ
の
恐
る
べ
き
敵
に

切
歯
せ
ざ
る
を
え
ず
候
。
」
(
明
治
三
十
八
年
四
月
十
一
日
書
簡
)
「
小
生

は
人
の
如
く
笑
ひ
も
し
、
高
く
談
り
も
す
。
然
れ
ど
も
そ
の
言
葉
、
そ
の
笑

い
、
そ
れ
ら
は
、
あ
あ
、
常
に
空
虚
な
ら
ざ
る
笑
い
な
り
や
、
ニ
一
一
忠
莱
な
り
や
」

(
同
書
簡
)
と
、
こ
れ
ま
で
通
り
に
は
笑
う
こ
と
も
、
語
ら
う
こ
と
も
で
き

な
い
自
分
の
姿
に
気
づ
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
啄
木
が
歩

む
「
貧
し
き
こ
と
」
を
敵
と
す
る
運
命
は
、
呪
認
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
大

き
く
立
ち
は
だ
か
り
続
け
る
。

北
海
道
に
お
け
る
窮
乏
す
る
流
転
の
日
々
は
、
い
や
が
お
う
で
も
自
ら
の

お
か
れ
た
境
遇
か
ら
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
る
。
「
現
時
の
生
活
に
適
合
し
て

生
存
へ
む
事
は
死
よ
り
も
何
よ
り
も
、
遥
か
に
造
に
至
難
の
事
の
如
く
見
え

候
。
:
:
:
一
政
詮
私
は
『
生
活
』
に
適
合
す
る
能
は
ざ
る
人
間
に
し
て
、
人
生

の
落
伍
者
也
、
身
も
心
も
宇
宙
の
浮
浪
漢
な
り
と
い
ふ
感
じ
が
、
一
種
の
暴

風
的
歓
喜
を
伴
ひ
て
私
の
心
を
荒
ら
し
申
候
。
」
(
明
治
四
十
一
年
四
月
二

十
二
日
大
島
経
男
宛
書
館
)
こ
う
し
た
心
の
有
り
様
が
自
堕
落
な
酒
色
へ
の

耽
溺
を
誘
発
し
た
と
も
い
え
る
が
、
同
時
に
、
啄
木
は
自
ら
の
心
の
内
を
冷

徹
に
分
析
も
す
る
。
「
空
な
人
間
!
空
な
人
間
!
空
な
人
間
だ
と
感
じ
て
苦

し
む
心
が
、
乃
ち
何
と
か
し
て
空
で
な
く
な
り
た
い
と
云
ふ
弱
い
弱
い
希
望

だ
、
此
希
望
を
弱
い
弱
い
希
望
だ
と
い
ふ
と
、
モ
ウ
実
際
生
き
て
る
気
が
な

く
な
る
、
そ
こ
で
一
切
の
人
間
が
此
希
望
を
弱
く
な
い
も
の
に
し
て
了
ふ
。

所
謂
生
活
幻
像
が
五
に
於
い
て
生
ず
る
、
君
、
凡
て
の
人
は
皆
生
活
幻
像
を

描
い
て
、
そ
れ
が
幻
像
に
過
ぎ
ぬ
と
い
ふ
事
を
成
る
べ
く
知
ら
ぬ
フ
リ
を
し

て
、
一
生
懸
命
そ
れ
に
鎚
っ
て
生
き
て
ゆ
く
、
理
想
だ
と
か
未
来
だ
と
か
云

ふ
の
は
皆
そ
れ
だ
:
:
・
人
間
は
本
来
一
人
ポ
ッ
チ
だ
、
淋
し
く
心
細
く
て
溜

ま
ら
ぬ
か
ら
宗
教
と
い
ふ
幻
像
を
描
い
た
り
、
富
貴
と
か
権
勢
と
か
名
誉
の

幻
像
を
描
い
た
り
す
る
。
」
(
明
治
四
十
一
年
二
月
八
日
宮
崎
郁
雨
宛
書
館
)
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そ
う
し
た
中
、
啄
木
自
身
上
京
し
文
学
で
身
を
立
て
る
べ
く
舵
を
切
り
は
じ

め
る
。
「
人
は
感
情
の
満
足
を
、
若
き
女
に
求
め
、
家
庭
に
求
め
、
趣
味
に

求
め
む
と
す
。
然
れ
ど
も
小
生
は
こ
れ
を
若
き
女
に
求
め
む
に
は
我
が
心
老

い
た
り
。
こ
れ
を
家
庭
に
求
め
む
に
は
我
が
性
あ
ま
り
に
我
俸
に
過
ぐ
。

『
創
作
的
生
活
』
(
専
念
創
作
に
従
ふ
生
活
)
は
か
く
て
現
在
の
私
の

最
大
な
る
希
望
、
唯
一
の
希
望
に
候
ひ
き
。
」
(
明
治
問
十
一
年
四
月
二
十

二
日
大
島
経
男
宛
書
簡
)
啄
木
に
と
っ
て
、
文
学
は
生
き
る
た
め
の
全
て
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う

ω。

と
は
い
え
、
こ
の
第
三
次
の
上
京
は
、
こ
れ
ま
で
の
上
京
に
も
ま
し
て
勝

算
の
な
い
危
検
な
賭
の
様
相
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
啄
木
は
、
上
京

の
報
告
と
官
官
き
潟
め
た
小
説
の
出
版
を
懇
話
し
森
鴎
外
に
手
紙
を
書
い
て

い
る
。
「
中
学
も
ロ
ク
に
卒
業
せ
ぬ
程
素
養
の
な
き
私
、
殊
に
詩
を
書
か
ず

な
り
候
ふ
て
よ
り
、
否
、
書
き
え
ず
な
り
候
ふ
て
よ
り
は
、
そ
の
日
そ
の
日

の
戦
ひ
に
い
や
更
に
心
荒
れ
て
、
其
昔
の
稚
な
か
り
し
不
敵
の
自
惚
何
処
へ

や
ら
、
書
き
た
し
と
忠
ふ
事
を
書
き
あ
ぐ
る
生
活
よ
り
外
に
、
柳
か
に
で
も

満
足
を
得
る
途
な
し
・
:
:
」
(
明
治
四
十
一
年
五
月
七
日
)
と
、
未
来
へ
の

不
安
に
ゆ
れ
動
く
心
の
様
が
見
て
と
れ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
朝

日
新
聞
社
の
校
正
係
と
い
う
経
済
の
点
で
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
定
し
た

職
を
得
て
も
変
わ
ら
な
い
。
「
こ
の
ま
ン
ま
が
即
ち
我
々
の
人
生
だ
!
か
う

考
へ
て
僕
は
ゐ
る
。
そ
し
て
我
々
の
人
生
の
底
が
ど
こ
ま
で
深
い
の
か
解
ら

ぬ
の
に
驚
く
。
実
際
驚
く
。
」
(
明
治
四
十
二
年
七
月
九
日
宮
崎
郁
雨
宛
書

簡
)
「
『
生
活
そ
れ
自
身
が
ワ
ナ
だ
!
』
さ
う
思
ひ
到
っ
た
時
、
僕
は
急
に

こ
の
批
の
中
か
ら
逃
出
し
た
か
っ
た
、
そ
し
て
遂
に
逃
出
す
こ
と
の
出
来
な

い
ワ
ナ
だ
と
思
っ
た
侍
か
ら
、
僕
は
今
迄
よ
り
強
く
な
っ
た
・
:
:
」
病
と
窮

乏
の
中
で
目
算
な
く
も
時
を
食
む
啄
木
は
、
司
一
一
握
の
砂
』
の
出
版
、
『
悲

し
き
玩
具
』
の
刊
行
へ
と
向
か
い
な
が
ら
も
終
駕
の
時
を
む
か
え
る
。

詩
や
短
歌
に
お
い
て
歌
う
こ
と
は
、
啄
木
に
と
っ
て
自
分
が
そ
こ
に
在
る

こ
と
の
確
認
を
意
味
し
て
い
た
川
。
そ
れ
ゆ
え
、
歌
う
こ
と
は
、
「
両
足
を

地
面
に
喰
っ
付
け
て
ゐ
て
歌
ふ
詩
と
い
う
事
で
あ
る
。
実
人
生
と
何
等
の
間

隔
な
き
心
持
を
以
て
歌
ふ
詩
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
珍
味
乃
至
御
馳
走
で
は
な

く
、
我
々
の
日
常
の
食
事
の
香
の
物
の
如
く
、
然
く
我
々
に
『
必
要
』
な
詩

と
い
ふ
事
で
あ
る
。
」
州
と
啄
木
は
語
る
。
病
と
窮
乏
の
進
む
中
、
自
分
に

と
っ
て
最
後
に
残
さ
れ
た
内
な
る
世
界
で
、
啄
木
は
歌
を
詠
む
の
で
あ
る
。

啄
木
の
つ
む
ぐ
一
語
一
語
が
、
初
律
す
る
内
な
る
世
界
で
の
道
し
る
べ
と
な

り
、
啄
木
自
ら
を
証
し
す
る
の
で
あ
る
向
。

宮
崎
郁
雨
と
と
も
に
『
一
握
の
砂
』
に
お
い
て
献
辞
さ
れ
た
金
田
二
爪
助

州
は
、
啄
木
の
晩
年
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
啄
木
の
全
生
涯
を
知
る
者
の

人
で
あ
る
金
田
一
は
、
立
ち
は
だ
か
る
運
命
の
数
々
と
絶
え
る
こ
と
な
く
格

闘
す
る
啄
木
の
姿
を
間
近
で
見
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

病
床
に
危
坐
し
て
火
を
吐
く
や
う
に
現
代
の
社
会
組
織
を
呪
認
し
た

口
か
ら
、
涙
ぐ
ま
し
く
一
切
の
現
実
を
此
億
肯
定
し
よ
う
と
す
る

Fm
の

出
る
様
な
言
葉
が
響
い
た
山
。
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(1) 注

一
説
に
は
、
明
治
十
八
年
十
月
二
十
七
日
誕
生
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
筑
摩
喜
一
民
『
啄
木
全
集
』
一
九
六
八
年
販
の
記
載
に
も
と
づ
く
。

ω
平
間
敏
夫
『
石
川
啄
木
の
手
紙
』
大
修
館
書
庖
、
一
九
九
六
年
、
十
六
真
参

照
。
退
学
の
契
機
と
な
る
こ
の
不
正
行
為
事
件
は
、
欠
席
の
多
か
っ
た
啄

木
が
落
第
を
お
そ
れ
て
特
待
生
狐
崎
嘉
助
に
頼
み
、
数
学
の
答
案
を
二
枚

作
成
し
て
も
ら
い
、
そ
の
う
ち
の
一
枚
を
受
け
取
り
自
分
の
答
案
と
し
て

提
出
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ω
明
治
三
十
五
年
十
二
月
十
九
日
の
日
記
。
以
下
、
啄
木
の
日
記
よ
り
の
引
用

は
、
『
啄
木
全
集
第
五
巻
、
第
六
巻
』
筑
摩
書
一
局
、
一
九
六
八
年
よ
り

行
う
。
啄
木
の
日
記
の
位
置
づ
け
は
、
池
田
功
『
啄
木
日
記
を
読
む
』
新

日
本
出
版
社
、
二

O
一
一
年
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
書
熊
か
ら
の
引
用
は
、

問
全
集
第
七
巻
よ
り
行
う
。

ω
長
浜
功
『
一
七
川
啄
木
と
い
う
生
き
方
』
社
会
評
論
社
、
二

O
O九
年
、
五
九

r良。

ω
向
上
書
、
六
一
頁
。

ω
岩
崎
之
徳
「
啄
木
の
転
機
」
『
文
芸
読
本
石
川
啄
木
』
山
本
健
吉
編
、
河

出
書
一
房
新
社
、
一
九
七
六
年
、
一
五
七
真
。

ゆ
長
浜
功
、
前
掲
書
一
七
回
頁
、
二
五
七
頁
。

ω
病
に
伏
す
自
分
へ
の
不
甲
斐
な
さ
で
あ
ろ
う
か
。
「
金
は
ド
ン
ド
ン
な
く
な

っ
た
。
母
の
薬
代
や
私
の
薬
代
が
一
日
約
四
十
銭
弱
の
割
合
で
か
か
っ
た
。

質
屋
か
ら
出
し
て
仕
立
て
直
し
さ
し
た
袷
と
下
着
と
は
、
た
っ
た
一
晩
家

に
お
い
た
だ
け
で
ま
た
質
屋
へ
や
ら
れ
た
。
」
と
、
自
ら
抗
う
こ
と
の
で

き
な
い
窮
乏
の
様
を
一
記
し
て
い
る
。

「
・
・
・
俺
も
母
の
死
ぬ
よ
ほ
ど
前
か
ら
毎
日
三
十
九
度
以
上
の
熱
が
出
る
が

床
に
就
い
て
居
た
た
め
同
じ
家
に
冠
な
が
ら
ろ
く
ろ
く
慰
め
て
や
る
こ
と

も
出
来
な
か
っ
た
、
お
前
の
手
紙
は
死
ぬ
前
の
娩
に
つ
い
た
:
:
お
前
の

送
っ
た
金
は
薬
代
に
な
ら
ず
に
お
香
料
に
な
っ
た
:
:
:
」
と
、
母
親
の
最

期
に
つ
い
て
諾
っ
て
い
る
。

ω
土
岐
は
、
東
雲
堂
に
歌
集
の
表
題
作
成
を
依
頼
さ
れ
、
歌
稿
ノ

l
ト
に
記
さ

れ
た
「
歌
は
私
の
悲
し
い
玩
具
」
か
ら
名
づ
け
た
と
百
悲
し
き
玩
具
』
の
あ

と
が
き
で
語
っ
て
い
る
。

似
詩
集
司
あ
こ
が
れ
』
が
出
版
さ
れ
る
の
は
明
治
三
十
八
年
五
月
で
あ
り
、
啄

木
が
父
の
住
職
罷
免
を
知
る
同
年
三
月
の
後
で
あ
る
が
、
所
収
作
品
が
上
京

に
携
え
た
も
の
を
も
と
に
し
て
い
る
点
か
ら
す
る
と
、
内
容
に
お
い
て
は
転

換
点
前
に
位
寵
す
る
と
い
え
よ
う
。

山
山
西
脇
巽
『
石
川
啄
木
悲
哀
の
源
泉
』
同
時
代
社
、
二

O
O
二
年
、
一
四
六
頁
。

啄
木
に
お
い
て
は
、
詩
歌
に
お
い
て
歌
う
こ
と
が
全
て
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
が
、
啄
木
に
限
ら
ず
資
産
を
も
た
ぬ
者
の
宿
命
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、

こ
の
時
代
才
能
の
開
花
が
窮
乏
の
代
価
と
な
る
「
む
ご
さ
」
が
み
ら
れ
る
。

「
蓄
積
さ
れ
た
資
産
を
も
た
ぬ
貧
し
い
日
本
の
知
識
人
が
、
自
我
を
は
げ

し
く
貫
こ
う
と
す
る
と
た
ち
ま
ち
社
会
か
ら
復
讐
さ
れ
て
自
己
の
家
族
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を
飢
え
さ
せ
ね
ば
ら
ぬ

-
時
代
の
最
も
深
い
要
求
は
こ
の
よ
う
に
し

て
ご
く
少
数
の
者
を
む
ご
い
道
に
か
り
た
て
る
の
で
あ
る
が
、
か
れ
ら



は
、
そ
の
む
ご
さ
の
な
か
で
自
己
を
つ
き
つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
代

の
深
い
要
求
を
ま
っ
た
く
個
性
的
な
形
で
実
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
(
小

田
切
秀
雄
『
啄
木
全
集
第
六
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
、
一
二
八
八
頁
。
)

「
僕
に
は
、
平
生
意
に
満
た
な
い
生
活
を
し
て
ゐ
る
だ
け
に
、
自
己
の
存
在

の
確
認
と
い
ふ
剃
那
刺
那
に
現
は
れ
た
『
自
己
』
を
意
識
す
る
こ
と
に
も
と

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や
う
な
場
合
が
あ
る
、
そ
の
時
に
歌
を
作
る
:
:
:
」

(
明
治
凶
十
四
年
一
月
九
日
瀬
川
深
宛
書
簡
)
。

川
山
本
健
吉
編
『
文
芸
読
本
石
川
啄
木
』
河
出
書
一
房
新
社
、
一
九
七
六
年
、

二
四
四
真
。
啄
木
に
お
い
て
は
、
詩
歌
に
お
い
て
歌
う
こ
と
が
全
て
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
が
、
啄
木
に
限
ら
ず
資
産
を
も
た
ぬ
者
の
宿
命
で
あ
る
か
の
よ

う
に
、
才
能
の
開
花
が
窮
乏
の
代
価
と
な
る
こ
の
時
代
の
「
む
ご
さ
」
が
み

ら
れ
る
。
「
蓄
積
さ
れ
た
資
産
を
も
た
ぬ
貧
し
い
日
本
の
知
識
人
が
、
自
我

を
は
げ
し
く
貫
こ
う
と
す
る
と
た
ち
ま
ち
社
会
か
ら
復
讐
さ
れ
て
自
己
の

家
族
を
飢
え
さ
せ
ね
ば
ら
ぬ
・
:
・
:
時
代
の
最
も
深
い
要
求
は
こ
の
よ
う
に

し
て
ご
く
少
数
の
者
を
む
ご
い
道
に
か
り
た
て
る
の
で
あ
る
が
、
か
れ
ら

は
、
そ
の
む
ご
さ
の
な
か
で
自
己
を
つ
き
つ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
代
の

深
い
要
求
を
ま
っ
た
く
個
性
的
な
形
で
実
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
(
小
田

切
秀
雄
司
啄
木
全
集
第
六
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
、
三
八
八
頁
。
)

日
創
作
に
お
け
る
啄
木
の
真
撃
さ
を
、
窪
川
鶴
次
郎
は
、
「
啄
木
は
、
人
生
に

対
し
て
決
し
て
第
三
者
的
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
ど
の
作
品
を
と
っ
て
み

て
も
傍
観
的
な
も
の
は
す
こ
し
も
な
か
っ
た
。
」
と
指
摘
す
る
(
「
作
家
啄

石
川
啄
木
』
河
出
喜
一
民
新
社
、
一
九
七
六
年
、
一

O
七

(13) 

木
」
『
文
芸
読
本

頁

。

日
宮
崎
郁
院
と
金
町
二
爪
助
に
つ
い
て
は
、
西
脇
巽
『
石
川
啄
木
の
友
人
』
向

時
代
社
、
二

O
O六
年
を
参
照
。

口
金
田
二
尽
助
「
晩
年
の
石
川
啄
木
」
『
啄
木
全
集
第
八
巻
』
筑
摩
書
一
尻
、

一
九
六
八
年
、
四
七
頁
。
啄
木
の
最
後
の
一
年
に
対
す
る
金
田
一
の
評
価
に

は
、
批
判
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
啄
木
の
娘
婿
と
な
る
石
川
正
雄
は
「
金
田

一
氏
が
現
実
肯
定
の
一
事
に
の
み
拘
泥
し
、
啄
木
の
い
っ
た
も
っ
と
も
大
事

な
『
社
会
常
国
主
義
』
を
無
視
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
矛
盾
も
氷
解
し
て

く
る
。
・
:
:
所
謂
不
動
の
境
地
な
る
思
想
は
、
そ
の
死
に
至
る
ま
で
宅
も
変

化
し
な
か
っ
た
と
み
る
よ
り
外
な
い
事
で
あ
る
。
」
と
批
判
す
る
(
司
啄
木

全
集
第
八
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
、
八
五
頁
、
八
七
真
)
。
そ
う
い

っ
た
批
判
に
対
し
て
、
金
田
一
は
「
私
は
、
生
々
発
展
の
長
い
道
程
を
傷
つ

き
な
が
ら
血
み
ど
ろ
に
続
け
た
不
断
の
魂
の
精
進
を
没
却
し
て
、
一
つ
の
言

葉
、
一
つ
の
姿
を
物
色
し
来
っ
て
固
定
概
念
を
造
る
機
械
的
な
人
の
観
方
を

絶
対
に
排
棄
す
る
。
反
論
す
る
(
金
田
二
口
小
助
、
向
上
書
、
六
十
頁
)
。

(
か
ん
の
・
た
か
ひ

東
海
大
学
文
学
部
教
授
)
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